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きばんちゃんです！





SINET5網（学術情報ネットワーク）
を用いた実証実験構成
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サーバのログを収集するとき、1台ずつ
ｓｓｈ接続して収集するのは大変。



手順(例)

• scp AreaName2@ipAdress1:/var/log/lagopus.log username@ipAdress0:/var/lagopus
• scp AreaName2@ipAdress2:/var/log/lagopus.log username@ipAdress0:/var/lagopus
• scp AreaName3@ipAdress3:/var/log/lagopus.log username@ipAdress0:/var/lagopus
• scp AreaName4@ipAdress4:/var/log/lagopus.log username@ipAdress0:/var/lagopus
• scp AreaName5@ipAdress5:/var/log/lagopus.log username@ipAdress0:/var/lagopus
• scp AreaName6@ipAdress6:/var/log/lagopus.log username@ipAdress0:/var/lagopus
• scp AreaName7@ipAdress7:/var/log/lagopus.log username@ipAdress0:/var/lagopus

・
・

・



現実的に、台数が
増えたときに無理
になる



シェルスクリプト
でfor文



台数増えたとき、時間かかる





自動で
収集出来れば

便 利



障害が発生した
とき、すぐにロ
グを見たい。



いちいち
コントロールルーム
まで見に行かないと
いけない手間





どこからでも見ることが出来れば



自動でログを収集でき
る仕組み

＆
オンラインでログを確
認できる仕組み





遠隔にある複数の
NW機器のログを
自動で収集し可視
化するシステム



fluentd+ElasticSearch+KIBANA





fluentd
•イベント（ログの更新）を
検知し、その内容をファイ
ルやデータベースに出力
•一連の動作を全てプラグイ
ンで実装。



ログの更新

tail input plugin

forward output plugin 

ログファイル

forward input plugin





•高速検索に優れたオープンソース
の全文検索エンジン。

•リアルタイム分析ができる。

elasticsearch



•fluentdからログを受け
取り、蓄積。
•KIBANAのリクエスト
に応じてログを出力

elasticsearch





KIBANA

•膨大なデータをグラフ化するツール。
基本的にelasticsearchとセットで使
う。



KIBANA

•elasticsearchから受け取った情報をグラ
フ表示する。

•Filter機能で、見たい情報をGUIの操作
で絞り込むことができる。



• SINET網では、オンデマンド型のL2VPNを利用し
経路重複の少ないルートを中継パスとして選択

• コントローラは沖縄に設置し、SINET網の
VPLSで各拠点のノードと接続
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今回はKVMだが、L2
ネットワークでつながっ
ている全国のサーバでも
同様のことができるはず。





多拠点になると台数が増える

台数が増えると

→容量の問題

→管理の問題（見たいログが埋もれる、
見たいログを見つける
までに時間がかかる？）



機能

「任意のパスのログを任意の
ディレクトリに送る」機能



例:WinSCP



タイマ設定（何時に取ってきて）とか

「いまログを取ってくるボタン」とか



機械学習させたい予定があるらしい
ので、それに渡したりそれを可視化
したり。



That’s All!!!


